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エキスパートに��：
���イメージセンサのモダリティによる

�	�の
��
�

���： Joseph Notaro

オンセミ
ワールドワイド・オートモーティブ��＆�
��
��バイスプレジデント

はじめに

ほとんどの��には、��の��を�	に��する��ものセンサが!
されています。

これらのセンサの��はただ1つ｢�"�の#$%を&'させる｣ことです。(も)�*のあ
るセンサの1つがイメージセンサです。デジタル-�から�まれたイメージセンサは、シー
ンを/0し、�1を��し、さらに2と�を�3することができます。$1として、これ

らのセンサによって�"�の4567が8わり、��の#$%が&'しているのです。こ

の9�の:�;であるオンセミのワールドワイド�
��＆�
����<��Joseph
Notaroが、�たなセンサ=�に�するさまざまな�>に えます。

��：��5��の�	���におけるセンサの��について、センサの��

�を��にまとめていただけますか。

? ：�@での"AセンサのB#は、ここCDでEFにGHしています。エンジン#NOX
センサやIJセンサ、エアバッグ#MEMSM%センサ、ESP#のジャイロスコープMEMS
センサ、そのQいくつかのR$なセンサに、SではミリVレーダ、%&XJイメージセン

サ(カメラ)、'(Vセンサ、2による��とZ)(LiDAR)センサなどのより*+なセンサが
Hわっています。これらのセンサにより、�@の$��を��することによって、��の

��を360J[$に\]できるようになります。また、これらのセンサは�^にも,-さ
れ、ドライバや_`.をモニタすることで、#$%やb/%の&'にc0っています。
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��：ADASには、どのような��のセンサが�われていますか？

? ：d1したセンサはすべて、eに23#$%&'のために、4fほとんどの��に!


されているg523hiシステム(ADAS)にk#されています。Slでは、イメージセン
サは、ミリVレーダセンサとmにnoになっています。LiDARは、4fの�@にはまだ%p
ですが、[$�q67�では、すでにe8なcrをsたしています。LiDARは、9t(IR)2
でエリアをスキャンし、フォトマルチプライヤセンサへのz{2を:み|って、イメージ

センサでは}~;なため�ち�まれていた�7きの��と)<のZ�を�4できます。

��：ISO 26262やASILは ですか？なぜこれらは!"なのですか？

? ：ISO 26262は、�=�>���(ISO)が?�した�"�&けの#$?�です。これはI
EC 61508という#$?�から��したもので、@A�の"�・"A#$システムに�する
?�です。これは、�@の%Jな"�・"A��で��する~;%のあるすべてのBf�

な�CやD"5に��しようとする�;?�です。ISO 26262は、Eこりうる�Cモードの
リスクをFpし、それらの)�をG�する67を?�することを��にH�されていま

す。この?�は、これらのシステムの��H�、IJ、�,、K�、テスト、�Lの67

をM��に�Nしようとするものです。�"�#$J�>(ASIL)は、ISO 26262の�Oで
す。これは、�
#"�・"A��の�CあるいはD"5によるリスクを4つのレベルで�
Nしています。レベルAは(�のリスクを�しており、レベルDはアンチロックブレーキ、
ステアリング、エアバッグなどのPEな�CのリスクをQしています。これらの?�によ

り、(�の�@を(ERの#$%をS�するようにIJできます。

��：オンセミの#$からモダリティを%&してください。

? ：モダリティとは、センサがその"5のT�にある�U�な�Uに�づいてどのよう

に�;するかをVすものです。�えば、イメージセンサはレンズをWって る2Aを/0

しますが、レーダは"XV¡¢をY¡して�1からのz{を��します。ADASや�"23
(AD)にk#されるさまざまなセンサは、£いにZ[し�っています。�えば、[の¤いl
には、イメージセンサでは、d6に¥�¦の�@を��し�3することは§\であり、]

^の~;%があります。しかし、レーダセンサでは、[をWして_¨をはっきり��し�

3します。'(Vセンサは、`�の=にC©�を��します。LiDARスキャナは、«いてい
る¬、6っている¬、バイクに`っている¬、WりでaんでいるA­などの®W¯.(VRU)
をb°にc)<で±s�に�3し、²dをe�できる~;%が(も%いです。ADAS/ADで
は、nれたセンサのfみ�わせがP8なcrをsたします。
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��：�'ではイメージセンサはどのように��されていますか？

? ：イメージセンサとレーダセンサは、�@への!
がGえており、23.の�Aをモ

ニタし、23.がgっていたり³´がµhになっている¶�は、i·を�したり¸¹ºd

を7ったりします。�のまばたきのj»や¼½のj»は、23.の¾¿、³´µh、ある

いはkgのj»を¹SにÀZするÁAであることがわかっています。センサをlHし、

ÂOÃÄなどにいるQの¬やペットを��するのにもk#されています。これによって、

ÆいlにA­やペットを�^にdきÇりにすることがなくなります。

��：イメージセンサはどのように��しますか？

? ：�
アプリケーション#のイメージセンサは、CMOS=�をベースにしており、
2Aを"Aに8Êするピクセルのマトリクスで�Ìされています。レンズにより、キャプ

チャするmXが、デジタル�*を�Ìする?�を^nしたセンサ'にopをqびます。

また、ピクセルは、�々なカラーフィルタアレイ(CFA)をÍえている¶�もあります。ベイ
ヤrÎとしてもsられている9−t−u(RGB)のCFAはW°、%Ï�Jの�Ð4%を�4する
¬vのwx#アプリケーションにk#されています。マシンビジョンアプリケーションに

は、Òくの¶�、9−クリア(yÓ)−クリア−クリア(RCCC)のCFAをÍえ、9い�1を��で
きるようにしたセンサがÔ8になります。CFAは�々なV�に�わせてÕzÖすることもで
きます。つまり、イメージセンサをk#するアプリケーションに×じて、{9tV�の@

A±|(QE)を&'させ、Ø2@ÙÚでの%;を&'させることができます。

��：()*�(AI)はADASでどのように��されていますか？

? ：ADAS/ADシステムでk#されるセンサはどれもE@のデータを�Ìします。�Ìさ
れるデータ@は、より%い&XJをÛつ�たなセンサのÜÝにÞい、�C�C�にGHし

ています。±s�なシステムを��するには、この}Eな@のデータからß#なàáをâ

�するÔ8があります。これはどういう´ãでしょうか？データ：9�とt�の�äがあ

り、その��にÒくの�とu�の�äがある。àá：VRU (9いシャツとt�のズボン)が
��のcく(�いアスファルトとu�)にいる。AIをk#すると、このデータのçからß#な
àáをâ�することが~;になります。

AIにより、"Aシステムは�"�の��のè�を｢�る｣だけでなく、｢U&する｣ことがで
きるようになるのです。�@の¦é�Uコンピュータは、/ëなºd(VRUを�けるために
ハンドルをíにëり、îめにブレーキをかけるなど)を|ることができるように、�tでE
こっていることをU&するÔ8があります。AIはエッジ(センサの{く)と¦é�U,dの@
6または�6にÜÝすることができます。
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��：エンジニアがADAS+,のシステム
け���センサに-めるべき!"
な��/�$は でしょうか？

? ：#$%が�ïする¶�、�たち(�"�エコシステムのパートナー)は｢�9�い｣とい
うことに�んじてはいけません。¬の�ñがò�に�している=には、｢�い｣センサと｢n

�な｣センサのóが�ôを9けることもあります。イメージセンサでは、%õJ、Øö"

÷、%ダイナミックレンジがADAS&けのP8な�;です。%õJとØö"÷により、イメ
ージセンサのØ2@ÙÚでの%;の�しøしがùまります。%ダイナミックレンジ(HDR)に
より、(もúしい�ÓÙÚでのイメージセンサの%;がùまります。HDRは、_じmXの
(もöい�と(もÓるい�、そしてそのvのすべてを�ることができるセンサの;*をQ

すものです。ûれたlにöいトンネルの¦を67している¶�をýXしてみてください。

�@は、トンネルの¦(b°にöい)とt(b°にÓるい)を_þに�るÔ8があります。もう1
つのP8な�;は、eに¬vのwx#アプリケーションでは、LEDフリッカG�(LFM)で
す。これは、LEDをk#した�"�のヘッドライトやテールライト、����がパルス�2
しているという%�によって�じるwx�なアーチファクトを(�Rに�えたり、�Çし

たりする�;です。
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